
デ カ ル ト 身 体 論

村 上 吉 男

身体 の ( s e n s ( 感覚)) に つ い て い え る こ と

筆者はデ カ ル トが (真理 の 探求) をは じめ, ｢ 日常的用法+ や ｢ もう 一

つ の 真

理 の 探求+ なる各用法の 認識論 にお い て
, 精神の 諸能力をす べ て身体に向かわ

せ る , ｢ 精神優位+ の 観念を取り入 れ , そ こ か ら い か なる ｢新た な能力+ フうミ導出

され得 る かを問 い
, そ の い ずれ が よ り人 間た る べ き 能力な の か を思 い 巡 ら し

た, シ モ ー ヌ ･ ヴ ュ
ー ユ に い わ せ る と, (理想を夢見続ける 思想家) (2 79)

で あ る

と読む ｡ と こ ろが身体の こ とを,- たとえば 『人間論』, 『方法序説』(第五 部) や

『情念論』 で あれ ほ ど詳しく説きなが らも , ｢ 日常的用 法+ の 認識論に あ っ て さ

え, 身体を前面 に出 して 主張する こ とが ま る で な い
｡ そ こ で も当然上記 した

｢精神優位+ の 観念が優先させ られる からであ ろうが , しか しその 精神の ｢新た

な能力+ はほ とん ど
,

こ の 用法で は むろ ん の こと , ｢ もう 一

つ の真理 の探求+ で

も, 彼が打ち出 し, 筆者が小見出 しに掲げる ｢ 身体の (s e n s)+ ( ある い は 身体

の
■

(i m a gi n ati o n (想像))) (280'
な しに組ふ立 て られ は しな い と い うの に で ある ｡ こ

う した疑問が即座 に脳裏をかすめ る は筆者ばかりで はな い にちが い な い ｡

⑭Il e st ai
.
s6 d e c o n c e v oi r q u e l e s s o n s

,
1 e s o d e u r s ,

l e s s a v e u r s ,
1 a c h al e u r , 1 a d o ul e u r ,

l a f ai m
,
1 a s oif

,
e t g 6 n 6 r al e m e nt t o u s l e s o bj ets

,
t a n t d e n o s a ut r e s s e n s e xt6 ri e u r s

q u e d e n o s ap p6 tit s i n t6 ri e u r s
,

e x cite n t a u s s l q u elq u e m o u v e m e n t e n n o s n e rf s
, q u l

p a s s e p a r l e u r m o y e n J u S q u
･

a u c e Ⅳ e a u ･

(28 1)

音, 香り, 咲, 熟さ, 痛み, 飢え, 渇き な ど,

一

般に わたしたちの 外的感

克と内的欲求めあらゆる対象が わた したち の 神経 のうち に何らかの 運動を引
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き起 こ し
,

こ の 運動が神経を介 して 脳 にま で 達する こ とは容易 に理解され得

る ｡

⑳J
-

aj o ut e q u
-

ell e s (p a s si o n s) s e r ap p o rt e n t p a rti c ulie r e m e n t a 1
-

a m e
, p o u r l e s

di sti n g u e r d e s a u tr e s s e nti m e n t s q u
'

o n r ap p o rt e
,
1 e s u n s a u x o bj et s e x t6 ri e u r s

,

c o m m e l e s o d e u r s , 1 e s s o n s , l e s c o ul e u r s; 1 e s a u tr e s a n o tr e c o rp s , c o m m e l a f ai m , l a

s oif
,
1 a d o ul e u r .

(2 82)
(括弧内は筆者)

情念がとくに精神 に関係づ けられる とわた しが付 け加える の は
,

一

方で香

り , 普 , 色 の ような外的対象 に 関係づ けられ る感覚 ( s e n ti m e n t s) と い う , 他

方で 飢え, 渇き , 痛み の ような身体 に関係 づ けられ る感覚 (s e n ti m e n ts) と い

う情念をそ の ほ か の 感覚 (s e nti m e n t s) から区別する ため で ある ｡ ( 括弧内は

筆者)

筆者が身体を軽視 できな い と察知する の は , 上記引用 文⑭が , す べ て の 身体

内外諸器官に それぞれ ( あ らゆる対象) の - を ｢ 受容+ させず に, 身体の 外的

諸器官,
い わゆ る 電五 官 (感)≫ で , (普,

■
香り , 咲, 熟さ

.
, 痛み , 色 ( 引用 文

㊨)) と い う ( わた した ち の外的感覚 ( s e n s e x t6 ri e u r s)) と
, 身体 の 内的諸器官 ,

い わゆ る ≪内臓感覚 (内的感覚)≫ で , (痛み, 飢え, 渇き) と い う ( わた した

ち の 内的欲求 ( ap p 6 tit s i n t6 ri e u r s)) とが生 じて こ な い の を さす こ と に あり,
こ

の (外的感覚と内的欲求) の 両方が, (神経を介 して脳 にまで) 伝わり, さ らに

何度か の 指摘 の ように , まずは とき に (脂) の (腺) で (s e n ti m e n t) に, 次 に

と き に ( 脳本体) で (p a s si o n) に‾な ろ うが , そ の 各 (腺)_ や (脳本体) な る

( 精神) の ｢ 新たな能力+ にすら, 身体内外諸器官で の ( 外的感覚と内的欲求) ,

すなわち筆者の 小見出 し語 に代表される 身体の(s e n s ( 感覚)) の 産出が 因とな っ

て い る こ とに ある か らで あ る ｡ 要する に デ カ ル トにと っ ても , (精神) の ｢ 新 た

な能力+ にか か わ る すべ て は本来, 身体の ｢ 受容+ 運動と こ れ に とき に応 じよ

う. ( わたしたち の 神経のうち に何らかの 運動を引き起 こ) す こ とで は じまる の

だ ｡
ゝ (何 らか の 運動) ･と は ｢ 受容+ 運動を含意 させ る は むろ ん の こ と

, そ の ｢ 受
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容+ に対 し
, ( 脳本体 ( 理性的精神)) を ( 出) て ｢ 働きかける+ (r e s s e nti r) の

(運 動) で しか な い ｡ . 両 (運動) の もと で , 身体内外諸器官 ( の (神経)) に ,

内外 ( 対象) からの (普 , 香り, 咲, 熱さ, 痛み
, 飢え, 渇き) と いう確たる

｢新た な能力+ が産出され る し, お の お の の ｢ 新た な能力+ が (脳 に まで 達す

る) ときも ある わけで ある ｡

そ しで引用文⑳ に は (情念 (p a s si o n s)) と (精神 (a m e)) の 語が記される と

こ ろか ら, 引用文⑭の 身体内外諸器官で の
, (外的感覚) と (内的欲求 ( 内的感

覚)) を合わせ て い う身体の ( s e n s) が (脂) に伝わ っ た, そ の (脂) すなわち

(精神) の こ とが 明かさ れる ｡ したが っ て繰返 すまで も なく , ⑮ は⑭の 身体 の

(s e n s) が (脂 (精神 (a m e) とみ なされる脳)) で い か に
■
な っ たかをデ カ ル.トが

語る に あ る ｡ それ は筆者 に と っ て は
,,

身体 の (s e n s) た る能力 の 名称が (脂)

中 の何 らかの 部位 にて 変えられ る だけで; (a m e) に て こ の 名称の 変わ っ た能力

は しかし, 身体 の (s e n s) と本質的な相違をみ せ は しな い と考えられる が, ど

う で あろうか｡ 以 下 は こ の 相違が み られ ぬ こ とを示すで あろう｡ 最初 に身体 の

(s e n s) が出会う (脂) 中の 部位は , ⑳ に書かれろ, (香り, 普 , 色の よ うな外

的対象 に 関係づ け られ る 感覚 ( s e n ti m e n ts)) 早 (飢え, 渇き , 痛み の ような身

体 に関係 づ けら れる 感覚 ( s e n ti m e n t s)) と い う両
.
(感覚) を 産出さ せ る (腺)

で なければならなか っ た ｡ こ の 産申経緯は (腺) に ｢ 受容+ された
, ㊧で い え

ば (外的感覚と内的欲求 (内的感覚))
.
た る 身体の 両 (感覚 ( s e n s)) に , ( s e nti r)

が ｢ 働きか ける+ こ とに あ っ た ｡ だか ら(腺) で は, 筆者の い う｢ 身体 の ( s ｡ n s)

の ( s e n ti m e n t) 化+
(28 3) がみ られ ると い い 得たわ け で あ る ｡

次
.

に 両 ( 感覚 ( s e n ti m e n t s)) がと き= に出会うで あろう (脂) 中 の 部位 は (脂

本体) で あ っ た｡ なぜ なら両 ( s占n ti m e nt s) のうち, ( 細糸 (神経) が結合 した

り, か らま っ たり) して
(284)

, ( 腺 ( H ) の 表面 に)
(28 5)

表出す る各 (s e nti m e nt s)

が で は な しに , 別 言する と ( 細 糸 (神経) が互 い に離れて い)
(28 6)

た結果 に よ る

各 (s e nti m e n t s) の み が
, (脳本体) に ｢ 受容+

■され る な らば,
こ れ ら の お の お

の に
, 前号引用文の ⑳㊧や⑳か ら示したような( v o ul oi r)

I
, (j u g e r) や( c o n sid 6 r e r)

な どが それ ぞれ ｢働きか け+ て は
, (脳 本体) 内で たとえば⑳の ( 逃走 (弱気))

なる (p as申o n) が産出され たか らで ある ｡

⑳7
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(腺) で の (s e nti m e n t) と (脳 本体) で の (p a s si o n) の か か わり で は , (腺)

の (細糸 (神経) が互 い に離れて い) る
, そうしたあり棟で ( 腺) が, 要する

にその (神経) が (運動) する の だか ら, 本稿引用文⑳を同⑭の 延長線上 にあ

る とみ るなかで の
, ｢ 受容+ と ( 能動) をさすこ の (運動) は , 両引用 文に亘 っ

て
, す べ て (神経を介 して) , 身体と して の (s e n s ( 感覚)) と (精神) と して

の (s e n ti m e n t (感覚)) や (p a s si o n ( 感覚すなわち情念)) と い う各 ｢新たな能

力+ を生み出すこ とが語られくる と受け取 る ほか なかろう｡ そ の あ らゆ る ( 感

覚) に は当然, (外的感覚) ばかりか, ( 内的欲求 (内的感覚)) (⑮にあ っ て は

( 身体)) も含 ま れ よう ｡ ま た とり わけ (s e nti m e nt) や (p a s si o n) を 産 出 し た

(腺) や (脳本体) で は それぞれ, (腺) が (精神 (a m ¢)) と
, (脳本体) が ( 哩

性 的精神 (a m e r ai s o n n a bl e)) ･ と して 捉 え ら れ て い た が ゆ え に , ⑳ に記 さ れ る

(a m e) は ( 理性的精神) を指 し示 すしか なく,
こ の とき (腺) の 方は (脳) の

一

部位 と して の 身体 で あ っ て
, ( 精神) とみ られ る こ と は なか っ た｡ こ れを含

め , 要 は 筆者が こ の 引用 文⑭ と⑮ に , 三 つ の ｢ 新 たな 能力+ ( s e n s
,

s e n ti m e nt

と p a s si o n) に関する こと を読み込 むうえ は
, 今ま で それら に つ い て語 っ てき た

こ とが論外 にな らな い こ と を証明させ る の で ある ｡

だが引用文⑳中の ( そ の ほ かの 感覚 (1 e s a ut r e s s e n ti m e n t s)) は何を物語る か

が い まだ未解決であ る し, ( その ほ かの 感覚) をも ( 情念) と い い 得る の か問わ

れる ｡ こ れらをみ る に, 実は⑮に続く文章を参考にする必要がある ｡

⑳J
-

aj o u t e a u s si q u
l

ell e s (p a s si o n s) s o nt c a u s6 e s , e n tr e t e n u e s et f o rtifi6 e s p a r

q u elq u e m o u v e m e n t d e s e sp n ts
,

afi n d e l e s di sti n g u e r d e n o s v ol o nt6 s
, q u

-

o n p e u t

n o m m e r d e s 6 m o ti o n t s d e 1
-

a m e q u l S e r aP P O rt e n t a ell e
,

m ai s q u l S O n t C a u S6 e s p a r

ell e - m i m e .

(28 7)
(括弧内は筆者)

情念 が (動物) 精気の何 らか の 運動 に引き起 こ され , 持続され強め られ る

と わた しが また付 け加え る の は , 精神 に関係 づ けられ る は む ろん
, 精神自身

に より引き 起こ され る
, 精神 の 情動 (e m o ti o n s) と名付ける こ と の で き る

,

こ の 情念を, わた したち の 意志 ( v ol o nt6 s) か ら区別する ためで ある ｡ (括弧
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内は筆者)

上記引用 文⑳ は 同⑳と 同様, デ カ ル
_

トが前号引用 文⑩(288'
に て , (情念) が何

に､より発生する かと質す, その 何を再 度説 明 した文章で あ る ｡ すなわち こ れも

すで に 前号の 註 ･(2 5 5) や 註 (2 56)
(28 9'

の 各引用 語句 で 指摘済み の 通り , ⑳め

(情念) は (腺 の 運動) , 換言すると ( 神経の 運動) (序で に いうと, 引用 文⑭は

こ の (神経の 運動) に含まれた) に よ っ て
, ⑳の ( 情念) は ((動物) 精気 の 運

動) によ っ て発
■

生 する と い える ｡ だから, ( 腺 ( 神経) の 運動) である⑮の ( 悼

念) が ( その ほ串
､ の 感覚 (1 e s a u t r e s s e n ti m e n t s) か ら区別) される 以上, ( そ の

ほ か の 感覚) は ((動物) 精気の 運動) に よ らなければな らぬ こ と が分 っ てく

る ｡ そ こ で ( そ の ほか の 感覚) が何か, また ( 情念) に なぜ なり得る の かを こ

れ からみろこ と にな る わけで ある ｡

先き に 結語 して おく ( と い うの は以 下は前号で
一 度触れ た こ とで あ っ て , 引

用文⑮や⑳を提示 して は じめ て可 能な, その 解答が今回なの だか ら) と
, ( そ の

ほ か の 感覚) と は筆者 の みる と こ ろ , 前号引用 文⑳
(290)

の ( あ らゆ る欲求) な

い しは筆者が今 回もとくに注目 して問う ( a ff e cti o n ( 感情)) であり, 複数形で

あ る ( そ の ほ か の 感覚 (1 e s a ut r e s s e nti m e n t s)) に は ( あ ら ゆ る 欲求 ( ap p 6 tit s)

と aff e cti o n s) (複数形) が充当させ られ る しか な い し, 筆者の わけて も( a ff e cti o n)

をも っ て 証明せ んとする仕方に か か っ て はくろが, ( a ff e cti o n
. ( そ の ほか の 感覚

の ⊥
)) も (( 動物) 精気の 運動) 下 における

■
( 情念) に なる で あ ろうと い うこ

とで ある ｡

筆者 はこ こ で
, 前段 へ の 解答 に関連 して こ よう問題を い く つ か取り上 げてみ

る ｡ まず, 筆者が引用文⑳の なかで
, ( 情念を その ほ かの 感覚か ら区別する) と

の 訳に と どま らせ ずに , ( 情念) の 語･に同格と して 修飾させ た ( - 一

方で … 外的

対象 に ‥ . 他方で … 身体 に関係 づ けられる感覚) な る語句を付すの は,
こ れら. の

( 感覚) を ( そ の ほ か の 感覚) と い う ( 感覚) と等 しい 次元 で 語らせ る た め で

あ ? た ｡
い わば両方の ( 感覚) を 同等 に由えおくこ と は前記も したよう に, ( そ

の ほ か の 感覚) が ((動物) 精気 の 運動) に よ る (情念) で あり得る だけで な

く, ( 外的対象 に, 身体に関係づ け られる感覚) ち (腺 (神経) の 運動)･一に よ っ

◎9
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て生 じる (情念) に な っ て い なけれ ばならな い ゆえである ｡ なぜ なら い ずれ の

場 合 で あ れ, ( o n l e s(p a s si o n s) pe ut a u s si n o m m e r d e s s e n ti m e n t s
,

. . . m ai s o n p e u t

e n c o r e m i e u x l e s n o m m e r d e s e m o ti o n s d e 1
-

a m e (情念はまた感覚 ( s e n ti m e n t s) と

名付ける こ とが で き る ( し) , .
‥ もち ろ ん さ らに適切 に精神 の 情動と名付け得

る) ( 括弧内は筆者)) (29 1)
.とされる か らであ る ｡

次に , ( 外的対象に , 身体に 関係づ けられ る感覚) に ( 痛み (d o ul e u r)) の 例

が あ っ た｡ 引用 文⑭と⑳ の ( 痛み) は しか し, ⑭で は (外的感覚と 内的欲求

(内的感覚)) と い う身体の (感覚 ( s e n s)) と して , ⑮で は ( 身体 (内的欲求))

と い う (精神 (a m e)) の ( 感覚 ( s e nti m e n t)) すなわち (情念 (p a s si o n)) と し

て記 されて い た ｡ (外的感覚) や ( 身体 (内的欲求)) で の 春 (痛み) に はた と

えば, 人 が ( 外 的対象) である悲惨 な 出来事 に立 ち会 っ て 感 じる精神的 ( 痛 み)

が, 胃痛た る 身体 (肉体) 自身の 引き起 こ す (痛み) が あ っ･ たりする ｡ 精神的

(痛み) は むろ ん の こ と , 身体 (肉体) 的 ( 痛み) もとき に ( 情念) まで の 高ま

りを み せ て 語 ら れ る か ぎり,
こ の ｢ 胃痛+ の 例 は, (身体 (内的 ( s e n s))) が

(精神 (a m e)) とも み なされる (腺) や ( 脳 本体) でそ れ ぞれ, ( s e n ti m e n t) や

(p a s si o n) と い う各 (痛み) で ある こと を示唆させ る し, そ こ か ら (s e n s) 次 い

で ( s e n ti m e n t) や (p a s si o n) の
一

連の つ ながI) をも っ て
, 身体と精神 を関係さ

せ る ,
い わゆ る 《心身合 一 ≫が み られ る こ と の 証 しとさえ なる わけで ある ((心

身令 一 ) に つ い て は次号で こ の 項を立 て て 言及する) ｡

そ して
, その (痛み) の こ とで 気にかか る の は , ( 内的欲求) として い う (痛

み) は, 果 た して (欲求 ( ap p 6tit)) に寄与す る の か , あ る い は こ の ( 神経の 運

動) に よ る ( 内的欲求
一
(内的感覚)) は , (( 動物) 精気の 運動) に よ る , 前号引

用文⑳
(2 92)

中の ( あ らゆ る欲求) に ,
･ ま た本稿 引用文⑮ で い えば , ( そ の ほ かの

感覚) に含まれ捉えられる か どうか と いう こ と で ある ｡ ( 欲求) に は少なからず

(意志) が か ら･むとみ る ｡ だか ら (欲求) は ( 意志) なくば (欲求) で なくなろ

う ｡ さ らに人 が (痛み) に積極的に ｢働きか け ( 意志 し)+ て
, その ( 痛み) を

受け入 れると も考え難い ｡ しか しながち, ( 痛み) なる ( 内的欲求) が (あ らゆ

る欲求) に含まれる と指摘 し得 る ならば, 本稿引用文⑳に善かれる 通り, そ の

(情念) にまで 高ま‾る ( 内的欲求) は ( 意志) にか か わ らなくなろうとされる ｡
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別言すると
, (痛み) に代表される ( 内的欲求) が ( あ らゆ る欲求) の 一

に加え

られ て こ そ, ( 意志) の 助けの な い (情念) にな る とみ て おかね ば
, ( あらゆる

欲求) の 語句は何ん の ため に記されたの か分か らなくな る し,
お よ そこ の ( 内

的欲求) すらか の ((動物) 精気 の 運動) にか かわりなくさ せ て しまうで あ ろ

う｡ だが問題 は当の ( 内的欲求) が ( あらゆる欲求) も しくは ( その ほ か の 感

栄) に含まれ る と断じる は何ゆ えなのや
､ で ある ｡

( あ らゆ る欲求) や ( その ほ か? 感覚) で 予想される こ と は
,

こ れ らが (( 動

物) 精気の 運動) に関連する (欲求) 早 (感覚) で ある こ と に あ っ た ｡ だか ら

( 内的欲求) で ある (痛み) を ( あ‾らゆる欲求) の
- と した こ とは,

こ の ( 痛み

(内的欲求)) を (( 動物) 精気 の 運動) にお い て 質す こと に なろう｡ ただ しそ の

前に , _ 筆者は身体内外諸器官で (痛み) を ( 感覚する (r e s s e n ti r)) こ と自体が

すで に ( 意志) した ( 能動) である と結語するとともに,
こ の ( 内的欲求) は

身体の (s e n s) の段 階 で は ･(神経 の 運動) と して生 じて い た と断わりおく｡

と まれさ し当 た っ て, ((動物) 精気)
J
と は何 ん であ っ たか想起され る べ き で

あり,
こ れ に関与した問題 の 解答を明解 に浮き上 が らせ て おく べ き で あ る ｡ デ

カ ル トは (( 動物) 精気) を (血 液) で あり, その (粒子)
■
で ある と説 い た(29 3)

｡

( 心臓) を中 心 に して 身体 を循環する な か で , .( 心臓 か ら脳 へ との ぼ る 動物精

気)
(2 94)

( の ( 運動)･) は , (脳 にあ ( 人) っ て) (細か な粒子と粗 い 粒子) (29 5)
に な

り , たと え ば こ の 場合 で の (痛み) なる ( 内的欲求) と (混交 ( m 6l a n g e))
(296)

す る と
, 要する に (脳 に入 っ) た ( 血 液) や そ の (粒子) で あ る (動物精気)

に, (神経の 運動) 下 の (内的感覚) と して の 身体 の (s e n s) が混 じると語られ

る ｡
い や 彼が語る と い うより, 筆者は その よう に読ま ざる を得な い

｡ それ以外

に , 彼 の 主張する (腺 (神経) の 運動) に よ る だけで な い
, 筆者に い わせ る と

(意志 (能動)) の 関与だけで は な い
, (動物精気の 運動) に伴う身体の ( s e n s)

の
, (受動)

(297) として の (情念) が , 引用 文⑳⑳や 註 (29 1) の それぞれ の (a m e)

( こ の (a m e) は (脳本体) で あり, (理性的精神) で ある) に誕生 され は しな

い の で ある ｡

そ こ で さらに 問題と なる は, ( 内的欲求 (内的感覚)) の (痛み) ばかりで な

しに, ( 外的感覚) の ( 痛み) さえ, ときおり (脳 に入 っ て) か ら, ( 動物精気)
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と ( 混交) する こ とが ある の か否かで ある ｡ こ れ へ の 答え は前段註 (2 9 7) の 引

用文③に記されもするか ら
, ｢ ある+ と い わねばなる ま い ｡ (神経の 運 動) の も

と に 生 じる ( 内的感覚) と同様 , そ の (外的感覚) も ( 動物精気) と ( 混交)

すると みられる場合と はい か にある こ とをさすか は, こ こ で は
, 前段の 内容を

前提 に導き出される と い う だけに して
, ( 動物精気) と の (混交) の ｢ な い+ 場

合が どうなる か を確認 して お こう ｡ 何度も い うが , ｢ な い+ 場合, ( 外的感覚)

や ( 内的感覚) たる 身体の ( s e n s) が , まずは (脳) 中 の (腺)一 に
, そ して と

き に (腺) か ら (脳本体) に ｢ 受容+ され て は , 各部位 に て ( s e n ti m e n t) や

(p a s si o n) に なる ほ かなか っ た ｡ . さすれば ｢あ る+ 場合, そ の 身体の (s e n s) が

(p a s si o n) になる (脳) の 部位を
, ｢ な い+ 場合と同 じく (脳本体) に見定め お

く こ と が で き る と して も, しか し ( 腺) に ｢ 受容+ さ れ る とみ て しまうと , そ

れ こ そ ｢ な い+ 場合 に相当する の だ か ら, 身体の (s e n s) は (脳本体) に と ど

く前 に は, 少なくも ■(脳) 中の (腺) 以外 の 部位 に伝達され る しかなかろうと

い う こ と にな る ｡ こ の 部位と は どこ か ｡

身体 の ( s e n s) が (脂) 中 の い か な る部位で ( 動物精気) と (混交) し得る

の か を予想する とき, 筆者は 前号註 (26 5)
(298)

で 引用 した文章を再度用 い 検討

せ ず に お れ な い
｡ そ れ は ( Ell e s (p a s si o n s) s o n t p ri n ci p al e m e n t c a u s6 e s p ar 1 e s

e sp ri ts q ui s o n t c o n t e n u s d a n s l e s c a vit6 s d u c e r v e a u (情念は 主 に
, 脳 の 凹み に含ま

れる動物精気 によ っ て引き起 こ され る) (括弧内は筆者)) と い う引用 文で あ っ

た ｡ もち ろん (動物精気 (血 液)) は (脂) 中の どん な部位 にも流れ る で あろう

が , しか しデ カ ル トが なかでも (脳 の 凹み) に (動物精気) を (含む (入れ る))

と書き 込むは特記以外 の 何もの で もな い とみ える の だか ら, 筆者 は こ の 文章に

注目せ ざる を得なく なる ｡ そ れに (脳 に入 っ て) ち ( 腺) に向かわな い 身体 の

(s e n s) は前記 した通り, ( 動物精気 ( の 運動)) とかか わらねばならな い と述 べ

た の だから, (動物精気) が彼 にあ っ て わ けて も (含まれ る) と した部位 (脳 の

凹み) に伝わる こ とに なる ｡ こう して , (脳の 凹み) で はまだ (情念) に成る と

は い えな い ((情念) が成る部位 は (脳本体) で あ っ た) と こ ろ の 身体の ( s e n s)

はそ の (脳の 凹み に含まれる 動物精気) に (混交) する しか なくなる わけであ

る ｡ 要する に彼は , ( 脳) の なか で (動物精気 ( 血液)) と (神経 の 運動) で も
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た らされ る身体 の (s e n s) とが出会うの が ,
こ の ( 脳 の 凹み) の 部位を措 い て

ほ か にな い と主張する の である ｡

それで も デカ ル トの 主 張は さ らに , ( 動物精気) と身体 の (s e n s) が (脳 の 凹

み) に お い て 出会うとする の み で
,

こ と を終 わ らせ る は ずが か ､
, たと えば

(脳 の 凹み) で の (浪交) に よ っ て , そ こ か ら今度 は (脳本体) に, 註 (29 7)

で記 した ( 受動) として 生 じさせ よう ( 情念) の ため の
, 何 らか の 役割を (脂

の 凹み) に背負 わせ る こ とを含意させ て い たと み て おく べ きな の で ある ｡ 別言

する と (脳本体) とは別 の 部位で あ る (脳 の 凹み) の 役割と して , (脳 の 凹み)

は (脳本体) で の (受動) と して の (情念) を産出させ る べ く, 身体 の (s e a s)

を何 にする の かとし? う こ とで あ る ｡ 身体の (s e n s) は, (脳 の 凹み) で (動物精

気) と (混交) する が ゆえ に , た ん に ( 神経? 運動) だ けに よ っ て , ( 腺) を例

に して い うと こ ろ の , ( 能動) と して の ( s e n ti m e n t) に はなりようが な い の は当

然で あ ると み る に せ よ ,
だか らと い っ て ( 混交) して も何らか の 変化も なしに

,

身体 の (主e n s) の ままで (脳 本体) に流 れ (伝 わり) ゆくの か ｡ 彼は そうで は

な い と い う｡ しか らば身体の ( s e n s) は (脳 の 凹み) で どうなる の かで あ る ｡

筆者が こ の 疑問を解く に際して は , 既 出引用文⑳
(299)

を再度利用する必要があ

る ｡ すなわち (J e r e s s e n t ai s e n l ui (c o rp s) et p o u r l ui ( c o rp s) to u s m e s a p p 6 tit s et

t o u t9 S m e S aff e cti o n s ( わた しは , あ らゆる 欲求と あらゆる感情を身体 の うち に ,

しかも身体の た め に感覚して い た)( 括弧内は筆者)) とい う文章で解く こ とが肝

要に なる ｡ と こ ろ が上記引用 文に は
一

切, 身体の ( s e n s) と (動物精気) の こ

と , その ( 混交) の こ と , ま して ( 脳 の 凹 み) の こ とが触れ られて は い な い
｡

だが 同 時 に こ の 文章 に こ れ ら の こ と を当 て は め 読 ま ず に , (あ ら ゆ る 欲求

(a p p 6 tits) とあらゆ る感情 ( a ff e c ti o n s)) がそれ自体, なぜ こ こ にこ の ような能

力と して善かれ ねばな らなか っ たか , ま た 一

体何か ら, どこ で 生ま れ る の か ,

皆目見当 の つ か ぬ まま に浮き上が っ て しまうと い える の も事実なの で ある ｡

こう した能力 は デ カ ル トに (r e s s e n tir) ととも に記されて存す るわ けだか ら ,

｢ 何か ら+ とは ,
こ の (r e s s e n ti r) が ( 動物精気 (血 液)) の (粒子) に

_ (混交)

した身体の ( s e n s) に ｢ 働き かける+ こと (から) を さす以外 に, (あ らゆる欲

求と 感情) は生 じな い の で あ る ｡ 繰 返すが , ( r e s s e n ti r) は身体 の ( s e n s) を産
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出させ るうえで ｢働きかける+ 能力であ っ た し, 前段引用文⑳に お い て
, 身体

の ( s e n s) は新た に こ の (r e s s e n tir) に よ っ て
, ( あち ゆ る欲求) や ( あ らゆ る

感情) と い う各能力に もならね ばな らぬ こ と を明示する ｡ また･｢ どこ で+ と は
,

身体の (s e n s) と (動物精気) の ( 混交) を可 能にする (脳) の 一

部位 ( 脳 の

凹み) で ある ほ かな い ｡ ( 脳の 凹み) と い える は
,

こ れが (脳) 中で ( 身体の う

ち に, しか も身体の ため に) とな る部位 で しか な い か らで あ る ｡ 彼が他 で取り

上げた ( 脂) 中の 部位, た とえ ば (腺) や (脳本体) は どう で あ っ たか ｡ お の

お の はときおり (精神 . (a m e)) と説か れ て い たで はな い か ｡ か つ それぞれで の

( s e n ti m e n t) や (p a ssi o n) は上記引用語句 に真似 て , ｢ 精神の うち に
, しか も精

神の ため に+ ある と い っ て よ い 能力で は なか っ たか ｡ こ れ らの こと に比 べ
, ま

ず(脳 の 凹み) はそ こ で (動物精気) と ( 混交) した身体 の ( s e n s) に ( r e s s e n ti r)

を関与させ る以上
,

つ ね に身体と み られ る の で あ っ て
, (精神 (a m e)) に置換

される などは
一

度足りともな い ｡ そ してか (脳の 凹み) に産出する ( あらゆ る

欲求と感情) ち , 身体内外諸器官で各産出 しよう身体の ( s e n s) と 同じく, (脳)

中 にお ける身体の 諸能力と み る ほか なくな る の で ある ｡

こ の 身体 の 諸能力を含ん だ ( 動物精気) は (血 液の 粒子) が ゆ え に , (脳 本

体) の (神経) へ で はなく , (1 e s p o r e s d u c e r v e a u (脂 (本体) ( と い う理性的精

神) の 孔)) (3 00 )
に流れゆくと察知する ｡ そ こ で ( あらゆ る欲求と感情) を含ん

だ (動物精気) が ( 脳本体の 孔) に流れ ゆく際 , デ カ ル トが引用文⑳ の 冒頭文

章 で , (情念が動物精気 の何 らや
､ の 運動に 引き起 こ さ れ , 持続され 強め られる)

と記すの を踏まえ る と
, (情念) が ( 引 き起 こ さ れ , 持続さ れ強 め られ る) に

は , ( 動物精気) 自身の , 前号註 (266)
3 ) 1

に記 され る (不規則な振動と精気諸

部分の 多様性) と い う (何 らか の 運動) が ( 脇 本体の 孔)
･

に と どい て か らか,

それ とも (脳 の 凹み) 内の ( 血管) か ら生 じ るか は分か らぬ ((持続され) とも

語られ る以上 はすで に ( 脳の 凹み) か ら かも 知れ ぬ) が , (脳本体 の孔) まで 伴

わ れ て い ると読み 得る ｡ そして ( 脳 本体 ( の 孔)) にて (動物精気) に含まれ る

(あ らゆ る 欲求と感情) が ( 情念) に な る と され る か ら, (情念) は (脳本体

( の 孔)) 側 よりみ れば, 既 出引用 文③
､30 2 '

の ( 精神か ら生 じる い かなる 能動も

な しに) ( こ こ で い う ( 精神) は ( 脳 本体) な る ( 理性的精神) で ある と とも

O l d
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に
, ( 能動) と は ( v o ul oi r) を は じめ と する

, (理性的精神) の ｢ 先天的+ 諸能

力が｢働きか ける+ こ と をさ した) , 換言する と岡引用 文の( 意志 の協力なしに) ,

また は本稿引用 文⑳ の ( わた した ち の 意志か ら区別) ･させ て 産出され よう (受

動 (p a s si o n)) に しかな ら か ､ わけである ｡

( 受動) と して の ( 情念) の 端緒は何度で も い う申
子

, 本稿註 (29 8) で の (情

念 は主 に , 脳の 凹み に含まれ る動物精気に よ っ て引き起 こ され る) にあ っ た ｡

だか らして,
こ の ( 情念) は (脳の 凹み) ( 内) で成 らな い こ とだけは確か なの

だ｡ (脳 の 凹み) で は (動物精気) と ( 混交) した身体の ( s e n s) _ が (r e s s e n ti r)

なる ( 能動) の 助けを借りて
, そ こ で ( あ らゆる欲求と感情) に成る こ と をた

ん に含意させ る の み で ある ｡ そ の こ とを今
一

度 (感情 ( aff e cti o n)) で 簡単に振

返 っ て み 羊う｡ ( 動物精気) と い っ し ょ に な っ た 身体の ( s e n s) が (脳) 中の

(脳 の 凹み) で , 本稿引用 文⑮ の ( そ の ほか の 感覚 (s e nti m e llt S)) の 一

に, すな

わち ( a ff e cti o n) に成 る は
, ( r e s s e n ti r) がその 身体 の (s e n s) に ｢ 働き か け+ た

からで あ っ た｡ そ れゆ え , ( 理性的精神 (脳本体)) の ｢ 先天的+ 諸能力の
- と

み た (r e s s e n ti r) が ( 神経を 介 して) , 身体内外諸器 官で の 内外諸 ｢対象+ に

｢ 働きかけ+ て は , 身体内外諸器官に身体の 諸 (s e n s) すなわち身体 の 諸能力を

産出する の と. 同様に
, (脳 の 凹み) で の 身体 の 内外諸 (s e n s) に ｢ 働き か け+ て ,

(脳 の 凹み) に ( あ らゆ る 欲求) や ,
こ こ で い う ( あ らゆる 感情 ( a ff e cti o n s))

た る 身体 の 諸能力を産 出す る の は , (脳の 凹み) 自体が (精神) で なく して ,

( 脂) と どの つ まり身体である と捉え られると こ ろ に しかなか っ た ｡ それ を示唆

さ せ る の が既 出引 用 文⑳(3 03)
で も あ っ た し, そ も そ も (神経) を 経由す る

(rt s s e n tir) が (脳) で ｢ 働きか ける+ とすれ ば, ( 腺) や (脳本体) に各対する

( 神経) だ け の ｢ 働 き か け+ を 除 い て , ( r e s s e n ti ∫) が (動物精気 (血 液)) と

(混交) して ｢ 働き か ける+ 部位は
, (脳 の 凹み) 以外に な い と い える の だか ら,

(r e s s e n tir) が (脳 の 凹み) に 関係する と断じて も不思議で は なかろう｡

こ の よ うに, 身体 の ( 感覚 ( s e n s)) から発する (あらゆる欲求 ( ap p 6tits) と

( あらゆ る) 感情 ( a ff e cti o n s)) すなわち ( そ の ほ かの 感覚 (s e nti m e n t s)) ち (情

忠(p as占i o n s)) に 関連する と い え るとき , 当 の 身体の(s e n s) に は(痛み(d o ul e u r))

たる ( 内的欲求 (内的感覚)) が充当させ られる ばかりで なく,
こ の ( 痛み) を

◎1 5
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は じめ
, たとえば (香り, 普, 色) たる (外的感覚) さえ組み込まれて

, _( あ ら

ゆる欲求と感情) や (情念) にま で高まりを-み せ る よう に捉えられは しな い か

どうかが最後に明確 にされる 必要がある ｡ 筆者は すで に
, ( 外的感覚) ち (神経

の 運動) にか かわ る ほ か, (動物精気 の 運動) に よ っ て も

く, ( あらゆ る欲求と感情) や (情念) に成 る とみ てき た

物精気) と (混交) し た こ の ( 外的感覚) に (r e s s e nti r)

( あらゆ る欲求と感情) を生み 出すの も, また (外的感覚)

(内的感覚) と 同 じ

((脳 の 凹み) で (動

が ｢働 き か け+ て ,

を素材に した (あ ら

ゆる欲求と感情) が (脳本体 ( の 孔)) で ( 受動) として の (情念) を生 み出す

経緯も (内的感覚) と同様で あ るが , それ で も内外 ( 感覚) が それ ぞれ, (欲

求) か ( 感情) と して成る か は定か にな っ て い な い) ゆえ に,
こ こ で は それを

証す引用文 が掲げ られ る だ けで 十分 で ある ｡

⑳II p ar ait … q u e t o ut e s l e s m e m e s( p a s si o n s) p e u v e n t a u s si e t r e e x cit6 e s p a r l e s

o bj et s q u l m e u V e n t l e s s e n s , e t q u e c e s o bj et s s o n t l e u r s c a u s e s l e s pl u s o rdi n air e s e t

p ri n ci p al e s .

(30 4'
( 括弧内は筆者)

あ らゆ る 情念 は また, 感覚を動か す対象に よ っ て も引き起 こ さ れ得る し,

こう した感覚の 対象が, 情念の も っ とも普通 なも っ とも主要な原因である そ

うだ ｡

(感覚を動かす対象) はと引用 文曾を 一

見 した だけで も,
こ の (対象) は身体

内外諸器官で 身体 の ( s e n s) に させ ら れ た ｡ だ か ら ( あらゆ る情念) がそ の 身

体 の (s e n s) に よ っ て 生み 出さ れ る は 当然 だ し, か つ ( あ らゆ る) と書か れ る

が ゆえ に
,

･ (神経) や (動物精気) の 各 ( 運動) に従われる (外的感覚) なら び

に(内的感覚) を含ませ る ごとく に理解さ れ て い なければな らぬ わけで ある ｡ む

ろ ん, 身体内外諸器官で 各産出 し得た内外 ( 感覚) ( 身体の (s e n s)) が ( 神経

の 運動) に助けら れながら , ( 脳 に入 っ て) ( 脳 の 凹み) なる 部位で ( 動物精気

(血液)) とは じめ て ( 混交) するか ら して , ( 脳 の 凹み) 中の ( 動物精気) は身

体 の (s e n s) た る
, ( 内的感覚) はお ろ か , ( 外的感覚) を さえ有さずに おれ な

O l d
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い の であり,
こ こ からも (外的感覚) が (神経 の 運動) に よ る ( s e n ti m e nt) や

(p a s si o n) の ほか
, (動物精気 の 運動) によ る (あ らゆ る欲求と感情) (( そ の ほ

か の 感覚 ( s e n ti m e nt s))) や (情念) の ( 原因) にな る こ とを明らか にさせ る わ

けで ある ｡

要する に , (神経) や ( 動物精気) の 各 ( 運動) によ る 諸能力を (情念) の 方

か らみ れ ば, (情念) は , 引用文⑳ に ( あ らゆ る情念) と語られる通り , そ の 内

外 ( 感覚) (身体の ( s e n s)) で あ っ たと同時に, 註 (29 1) で は (( 情念は また)

感覚 (s e nti m e n t s) と, . . . 精神 の 情動 (6 m o ti o n s d e l
-

a m e) ( 引用 文⑳ に も こ れ

と同様な語がある) と名付ける こ とが でき る) とされる の だか ら, 身体 の( s e n s)

を して
, (神経) に関与した (腺) で ( s e n ti m e nt s) を, (動物精気) と関与 した

(脳の 凹み) で ( s e n ti m e n t s) すなわち (あ らゆる欲求と感情) -を, ( 脳本体) で

(神経) に よ る ( 能動) と して の
,

また ( 動物精気) によ る (受動) と して の 各

(情動) すなわち各 ( 情念) を生み 出させ たにちが い な い と い う こと で ある ｡

さ て 前段註 (29 1) と して記した文章は , (精神) の ( v o ul oir) な どが ｢働き

か け+ て は 産出す る ( 能動) と して の (情動) すなわち (情念) で あり, 同註

の 文章の 括弧内に付 した引用文⑳から は ,
こ れが ( 受動) と して の (情動) す

な わち (情念) で ある こ とを読み 取らせ る が, ( 情動) すをわち (情念) に は そ

う した違 い が あ る の を諒解する ほ か, ( 情念 はま た感覚と … 情動と名付 け る こ

とが でき る) とは ,
と どの つ まり (感覚) の こ と はともかく, (情動) すな わち

(情念) と は どの よう に理解 さ れ得る か, ( 受動) と して の (情動) すな わち

(情念) を示唆させ る次の 引用 文が参考に なる ｡

⑳ Ell e (a m e) p e u t ai s6 m e n t s u rm o n t e r l e s m oi n d r e s p a s si o n s
,

m ai s n o n p a s l e s pl u s

vi ol e nt e s et l e s pl d s f o rt e s , si n o n ap r e s q u e 1
.

e m o ti o n d u s a n g et d e s e s p n ts e s t

ap ai s6 e .

(3 05)
(括弧内は筆者)

精神は , も っ とも弱 い 情念 に (対 して は) 容易に優勢に なり得 るが, も っ

と も激 しく強い 情念に (対 して は) , 血液や 動物精気の 情動 (興奮) が静まる

まで は優勢になる こ と
.
が でき な い ｡ (括弧内は筆者)

◎1 7
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( 激しく強 い 情念) は (血 液や動物精気 の 情動 (興奮)) であ る と読み得る ,

上記引用 文⑳か らすれ ば
, ( 情念) は こ の (情動 (興奮)) によ り (激 しく強)

くなる の だか ら, 当然 ( 情動 (興奮)) な しに生 まれて は こ な い で あろう ｡ だか

らデ カ ル トが (情動) の ある こ とを ( 情念) と並 び立たせ 明示しようとも, ( 情

念) と (情動) は ｢ すなわち+ とな っ て 結び つ くし,
二 つ の 能力の ( 激し) さ

早 ( 強) さに多少差が 出る に しろ , ( 激し) さや (強) さとの 表記には 変わりが

な い 以上 , 似か よう能力, 同 じような能力とみ てかま わぬ で あ ろう ｡ だが 同時

に , その 差は引用 文⑳で は , 平常 (普段) の ( 精神) に対する差 にちが い な い

と 受け止 め られ る が, しか らば こ の ( 精神) の (優勢) さ を楯 に比 べ られ る

(情念) や ( 情動) の ( 強) さ (弱) さの 測定や 判定は何 を基準とする かが聞 こ

え て こ な い の も確か な の で ある ｡ ｢ 何+ は デ カ ル ト本人 ･( の 精神) に , あ る い は

筆者 ( の 精神) 古手充当するや も しれ ぬ し, しか もその (強) さ (弱) さ は多く

の 人 ( の 精神) に よ っ てさ まざまである ほかなか ろう ｡

筆者は また , (情念 は … 精神? 情動と名付 け得る) と い う註 (2 9 1) に お い て
,

(情動) も前段で の ( 動物精気の 運動) の 場合と同 じく, ( 情念) の 別名を有 し,

引用文⑳の ( あ らゆ る情念) の
一

に与する と知 っ たが ゆえに ,

一 方に (神経の

運動) によ る
, ( 能動) と して の (情動) すなわち (情念) が窺える と した ｡

こ

の(情動) すなわ ち(情念) は さ らに , (t o u s l e s ch a n g e m e n t s q ui a d v e n t e n ell e( a m e)

(精神のう ち に生 じる あらゆる 変化) ( 括弧内は筆者))
(306)

で あり, (d e t o u t e s l e s

s o一e s d e p e n s6 e s q u
'

ell e(a m e)p e u t a v oi r
,
il n

･

y e n a p oi n t d
-

a ut r e s q ui r a git e n t et

1
-

6 b r a nl e nt si f o rt q u e f o n t c e s p a s si o n s ( 精神が持ち得るあ らゆる種類 の 思惟の う

ち, 情念 ほ ど強く精神を揺り動 か し, ぐら つ かせ る も の はな い) (括弧内は 筆

者)) (307' と記さ れるカ予, しか し ( 情動) や ( 情念) と して (強く精神を揺り動

か し, ぐら つ かせ る) ほざの ( 変化) を現出させ る は
, (神経の 運動) の 場合 に

あ っ て 何か で ある ｡ そこ で 問わ れ る の は
, (腺) か ら ( 脳本体) に伝え られ る

(s e nti m e n t (感覚)) が, ま た (感覚) に 対す る ( v o ul oi r) な ど の ｢ 働 き か け

(能動)+ が ( 強く) (変化) する の か であり , ｢ 何か+ 古
■
ま当然, ( 感覚) か ( 能

動) の 能力か になろう ｡ だが デ カ ル トは両 方の
,

い ずれ の 能力が (変化) する

の か明確に して い な い し, その うえ こ の 場合 (動物精気 ( 血液)) は 関与 しな い

◎1 8
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の だか ら, どうすれば (情動) や (情念) が ( 強く) (変化) する の かみ え て こ

な い ｡ さ らに こ の (神経の 運動) の場合で も, 彼はなぜ (情念) ■の こ と だけで

なく, (情動) を持ち 出した の か , も しや (情動) を ((神経の) 興奮) と受け

取らせ る ベ く意図 したの か(後に私見を述 べ る) , それならばこ の(興奮(情動))

が い か に して (琴く) なる こ と に つ なが るか ,
い かなる ( 強) さ で ( 情念) に

なる の かを説く ベ き なの に, 筆者の 疎み木足 の せ い か, 分か らぬ まま に終始さ

せ る の で ある ｡

デ カ ル ト? い う (神経の 運動) と ( 動物痛気の 運 動) に関 して
,

こ こ で今 一

度振り返
■■
る に, 前者で は, 身体内外諸畠官で 生 まれ, (腺) の ( 神経) に伝達さ

れた身体の( 感覚(s e n s)) を して( 腺) が(感覚(s e n ti m e n t)) を , その( s e nti m e n t)

を し七 (脳本体) が (情動 (e m oti o n)) すなわち ( 情念 (p a s si o n)) を産出せ し

め た各段階 に お い で
, ( 腺) は (精神 (a m e)) と, (脳本体) は (理 性的精神

(a m e r ai s o n n abl e)) とみ なさ れたし, ｢ 日常的用法+ で の (精神) は, たえずい

ずれ か の (a m ｡)
-

で 表記さ れ ( そ の 見定め は (理性 的精神) と 明記さ れ る こ の

語を除き , 筆者をもた つ かせ た) , 両 方同時に立 つ ことが な い から して ,
シ モ

ー

ヌ ･ ヴ ュ
ー ユ の い うよう に , 彼 の (巧みを企 て) を代表しよう 一 例となる ｡ た

だ し, ｢ 先天的+ 諸能力が ｢働きかける+ ( 能動) の 役割を引き受ける ベ き ( 棉

柿) は
,

こ との 初め か ら ( 理性的精神) と して しか用 い られなか っ た と い う こ

と で ある ｡

後者 つ まり (動物精気 の 運動) で は , (神経の 運動) に よ っ て (脂) に伝 えら

れ た身体の (s e n s) が (脂) 中 の
, (腺) に で は なく, (脳 の 凹み) に入 り, そ

こ で ( 動物精気 (血 液)) と (混交) し, その うえ (理性的精神) か ら ( 出) た

｢ 先天的+ 能力 (r e s占e nti r) が身体 め (s e n s) に ｢ 働き かける+ とき, (脳の 凹み)

は ( あ らゆ る欲求 ( a p p?tits) と あ らゆる 感情 ( aff e c ti o n s)) を産出 させ たo そ

の 際, ( 脳の 凹み) は
一

軍も
`
(精神) と語られ

■
る こ と がなく,

つ ね に身体 ( の 一

部位) と捉えられ るたあに, (脳の 凹み) に

ー

｢ 働きか ける+ 能力にも身体内外諸

器官 に対する それと同様, ( r占守Sらn tit ( 感覚する))
∨

が適痛され た｡ さらに (脳 の

凹み)
･･七産由さ れた

二

(あらゆる欲東と感情) が-
■
(脳本廊 (ゐ孔))

■

に流 れゆき,

ネこ で引用文⑳の ( 血 液や 動物精気 の 情動 -(興奮))
■■

.

■
に立ち 会うとき

′

, (受動)

6 1ら
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と して の (情動 (興奮)) す なわち ( 激しく強 い 情念) が生 み 出され る こ と.に

あ っ た ｡ (脳本体) と は ( 理性的精神) を さした ( その (孔) に つ い て は次号以

降に譲る) ｡ したが っ て (動物精気 の 運動) の場合の ( 精神) は (引用 文⑳の 冒

頭語をみよ) ,
こ の ( 理性的精神) 以外に該当され はしなくなる し, 当然 ( 動物

精気) とか かわる引用 文⑳ の , ( 神経の 運動) に関連する註 (2 9 1) の 各 ( 精神

の 情動) と い うなか で の (精神) ち ( 理性的精神) を示唆させ る ほか なか ろう｡

また前段の (血液や動物精気の 情動 (興奮)) の (血液や動物精気) た る各語

の 併記は , 筆者がすで に ( 動物精気) を (血 液) と置換 させ て い た こ とを訂正

せ ね ばならぬ の か ｡ そう
■

で は な い ｡ まず (動物精気) が (血液) と捉え られ る

は
, 何 を措 い て も確か な こ とで ある ｡ それ で も こ こ で そ の (血液) 以外 の当 の

語 が記 さ れ る か ら , ( 動物精気) は ( 血 液) だ けを中味 にす る の で は なく なる ｡

も は や 周知 の ごと く, 引用 文⑳に い う こ の (動物精気) は
, (血 液 ( の 粒子))

に ( 混交)
■
した能力を

, 換言する とたん なる ( 血液 ( の 粒子)) で な しに, 能力

の含ま れた( 血液 ( の 粒子)) をささずにお か か ､
｡

L

そ して (動物精気) の 中味

で あ る 能力を, 筆者 は身体の (s e n s) や (あ らゆ る欲求と あら ゆ る感情) に な

る の で は な い か とみ る ｡ 不正確な答えに なら ざる を得な い の は
, (動物精気 ( 血

級) ( の 粒子)) とか の 能力の ( 混交) が, 身体の (s e n s) が (脳 の 凹み) に入 っ

た段階で か , それとも (あ らゆ る欲求と感情) の 産出後 の段階で可能となる の

か , 今
一

つ デ カ ル トより読み取れ ずに い る からで ある ｡ ただ筆者は上記 で ｢ 身

体の (s e n s) が (脳 の 凹み) に入り, そこ で ( 混交)+ し, その あと (混交) し

た (動物精気 (中 の 身体 の ( s e n s))) に (r e s s e n tir) が ｢ 働き かけ+ て, (あ ら

ゆる欲求と感情) を‾もたらすと語 っ て い たの だから, 前者 ( の段階) を肯定 し

た こ と になる ｡ すると (脳の 凹み) と して の ｢ 新た
′

な能力+ は ( あらゆる欲求

と感情) だけな の に , そ こ に なぜ ｢新た な能力+ で は な い 身体の (s e n s) が書

き加え られね ばをらな い の か ｡ それ は身体 の ( s e n s) に ( r e s s e n tir) が ｢ 働き か

け+ な い 場合を想定 して おく必要が あり,
こ の 場合, 身体 の (s e n s) の まま ( 動

物精気) ととも に ( 運動) する か らで あ る ｡ したがら で こ の 身体の･( s e n s) が

(脳 の 凹み) の ( 動物精気 ( の 粒子)) の
一

に残される か ぎり, ｢ 新たな能力+ が

産出されたあとで ( 混交) する とは い えなくな る の である ｡ また身体の ( s e n s)
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や (あらゆる欲求と感情) (｢ 新た な能力+) を (混交) させ て い る ( 動物精気)

はと きに (脳本体 ( の 孔)) に流れ ゆくで あろう (( 脳本体) で どうなる か はす

で に語 っ て い る) が , そ れよ り こ こ に確認す べ き は , 先きの ( 血液や 動物精気)

な る 表記中 の (血 液) は (混交) して い な い (血 液) で あ る と と も に,
こ の

( 血液) ち ( 興奮 (情動)) を修飾す る か ら して , (理性的精神 (脳本体)) で

( 激しく強 い) ( 運動) を伴わず には おれな い と い うこと にあろう ｡

そうである ならば
, 今度は (神経の 運動) で の ( 情動) とは何かを指摘する

にあ っ て , 筆者が ( 神経の 運動) と して の ( 神経) ち (情念) 産出の 際に (輿

香) すると先き に述 べ た こ と は確実に なろう｡ 註(29 1) の 引用 文にもう‾ 一

度戻 っ

て み よ う｡ そ こ に (情念 はま た感覚 (s e nti m e nt s) と名付け る こ と が で き る

I( し) ,
. . . もち ろ ん さ らに適切 に精神 の 情動と名付け得る) と善かれる ため に

,

( 感覚) と (精神の 情動) は , ( あ らゆる欲求と あらゆ る感情) にか か わる (動

物精気の 運動) で はなく, (神経の 運動) に従 っ ても たらされ
‾
る 能力 と理解 せ ざ

る を得なく なる ｡ ( 情念) は (脳 本体 ( 理性的精神)) で 産出され たか らして ,

引用 文に (情念) と等 しく捉え られ ると あ る ( 精神の 情動) と い う語句中 の
,

まず (精神) と は当然,
こ の (理性的精神) で ある ほ かな い ｡ そ して 筆者は以

下 に
, そ こ で の ( 情動) とは (神経) の (興 奮) で ある こ とを明か さね ばなら

なくなる ｡ それ は, ( 腺の 表面) に表出しな い (占e n ti m 占n t) が (脳本体) の (神

経) に伝達され たが ゆ え に, ( 脳本体) め･(神経) をとき に (興奮) させ る こ と

が ( 精神 の 情動) ((脳 本体 (理性的精神)) ( の (神経)) の (興奮 (情動)
-

)) に

なる こ と にある ｡

しか しそ こ は, (動物精気の 運動) に 関 して み たと 同様な問題 が生 じて い る ｡ ㌔

すなわ ち ( 興 奮) は 果 た し て, 筆者が 前段 で 語 っ た (感覚 (s e n ti m e n ts)) が

(脳本体) に伝わ っ た段階で か , は たまた (情念 (p a s si o n s)) が成 っ た段階で現

出する の か で あ る ｡ こ れ に筆者が ｢ とき に+ と記した こ とを合 わせ考 える と
p
,

｢ とき.に+ は (興奮) が たえず起 こ る の で は かミこ とを示唆させ る か ら,
い ずれ

の 段階を答えにするか にあ っ て
, 筆者は前者で ある と い う しかな い

｡ なぜなら

( 感覚)‾ こ そ (神経) が (興奮) する か否か に かか わ
■
る と察知され る か らであ

る ｡ ( 興奮) すろ (神癌) ヰ め ( 感覚) は そ の (神経) が (興奮). する だ けで
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(情動 (e m oti o n s)) に , か つ (神経) が (激 しく強 い) (運動) で あれ ば (情念

(p a s si o n s)) にな ろうが, しか し (興奮) しな い (神経) 中の ( 感覚) に対 して

は
, 何度も指摘する 通り, (脳本体) の ｢ 先天 的+ 能力 ( v o ulムi r) な どが ｢働き

かけ+ , も っ て ( 情念) を生 み出す こ と にな っ て い た｡ したが っ て (情念) を含

ん だ ( 神経) が (情念) と して 改め て ( 興奮) する と捉えたの で は
, 註 (2 91)

の 引用 文中の ( 感覚) と (( 精神 の) 情動) がお よ そ活き て こ な い ( 浮き上 が

る) だ けで なく, デ カ ル トが ( 興奮) しな い ( 神経) の もと で の ( 情念) の 産

出 に関与しよう例 と して打ち出す, 前号の 引用文⑳⑳や ⑳
(308)

は
一

体何 ん の ため

に記され たと い える か分か らなく なる の で ある ｡

そ こ で筆者は
, まずデカ ル トからの 次の 引用 文⑳にお い て , (脳本体) の ｢ 先

天 的+ 能力 が (神経 の 運 動) を通 して , ( 脳本 体) に入 っ て き た ( そ こ - ( 神

経) に よ っ て伝え られ た) ( 感覚 (s e nti m e n t)) に ｢ 働 き かける+ こ とを今
一

度

明らか に し, さ らに⑳ に記される , (神経の 運動) に よ る , 別言する と (動物精

気の 運 動) に よ らな い ( a ff e cti o n) に つ い て考察 して おかね ばな る ま い ｡

⑳c o m m e
,
1 o r s q u e j e v e u x

, q u e j e c r ai n s , q u e j
.

a ffi rm e o u q u e j e ni e , j e c o n e oi s

bi e n al o r s q u el q u e c h o s e c o m m e l e s uj et d e 1
-

a c ti o n d e m o n e s p r lt
,

m ai s j
'

aj o u t e

a u s s l q u elq u e a u tr e c h o s e p a r c e tt e a c ti o n a l
'

id 6 e q u ej
'

ai d e c e tt e ch o s e -1a; et d e c e

g e n r e d e p e n s6 e s
,
1 e s u n e s s o nt a p p e16 e s v ol o nt6 s o u a ff e cti o n s

,
e t l e s

.
a u t r e s

J u g e m e n t S ･

(3 ㈹)

た とえば , わた しが意志 し, 恐 れ , 肯定し, 否定する とき に ,
わ たしは な

る ほ ど確か に, ( 各 ｢ 働 きか ける+) 何 らか の 事物 を, わ た しの精神 の 能動の

題材 (対象) と して理解 して い る が, しか しそ の うえ, 当の事物 に隠れ た何

も の か を も , そ の 能動 に よ っ て観念に 付 け加 え て い る ｡ 与
.
甲種 の 思 惟めう

ち , あるもの は意志 ある い は感情と , 他の もの は判断と呼ばれる ｡ 嘩瓢内は

筆者)

上記引用 文⑳は
一

見, 筆者が今質して い る ｢ 日常的用法+ か らは み出 した
J
よ
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う に みえる文章とな る ｡ なぜ か は引用 文中に ( e sp d t (精神)) の 語が使用 され

る ため,
こ れを ば ｢ 日常的用法+ 用 の 精神と宛がう こ とがで き な い か らである ｡

｢ 日常的用法+ の 精神は (脂) 中の
,

ときに ( 腺) や (脳本体) の それぞれ
‾
をさ

す (a m e) や (a m e r ais ｡ n n abl e) と いう (a m e) の 語で表記され て い た｡

■

それで

は ( e sp rit) は⑳で (真理 の 探求) 用 の精神を表わすの か ｡ なる ほ どこ の 用 法の

精神 に ( e s p rit) が使わ れ る の は確かだが, ⑳ の場合 は否で ある ｡ デ カ ル
‾
トが精

神 の 語に (a m e) と' ( e s p rit) しか用 い な い . に せ よ , ⑳ に (a m e) と書か れ ぬ 以

上,
こ れ を論外 に し得 る は当然 の こ と

L
, しか して ( 真理 の 探求) の精神 で も な

い と
■

み る が ゆ え に , 否 と答えた は (真理の 探求) にあ っ て
, その ( e sp rit) が⑳

に いう
L

(何らか の事物を, ( また ( 当の 事物に隠れた何もの かを)) わた しの 精

柿 ( e s p rit) の 能動 の 題材(対象)) にする こ と はあり得なか っ たか らで あ る ｡ 換

言する と彼 にと っ

■

て ( 題材 (対象)) とな る ( 何らかの 事物) や ( 当の 事物に 隠

れ た何ものか) に
, (わ た しの 精神 ( e sp rit) の 能動) 能力が, たとえば ( 感覚

す る (r e主ょe n ti ,)) , ( 感 じる ( s e nti ,)) , ( 意志す る ( v o ul oi r)) や ⑳ の (恐 れ る

( c r ai n d r e)) ( ま た は (想像する (i m a gi n e r))) が それ ぞ れ ｢働き か ける+ こ と

や , だか らお の お の の ( 能動) が産 出する
, 身体 の (感覚 ( s e n s)) ( ま たは身

体の (想像 (i m agi n ati o n))) , 精神の (感覚 (s e nti m e nt)) , (情念 (p a s si o n)) や

⑳の ( 感情 ( a ff e cti o n)) ( ま た は精神 の (想像 (i m a gi n ati o n))
.

と い う各 ｢新た

な能力+ さえ ( e sp rit) か ら排除され ると い うこ と で ある ｡

しか らば ( e s p rit) なる 語は
, (a m e) に代 えられる べ き誤植な の か｡ そうだと

は答えられま い
｡ する と引用文⑳は何を語る の か｡

した (事物) と関連 させ られる例 を引用文にして
,

定で い る が, 要 は ( 事物) が, すな わち (事物)

法+ の 諸能力が ( e sp rit) と か か わる と み る
′
⑳を,

筆者 は ( e sp rit) が前段 に記

次号で まと め て提示する予

に ｢働きかける+ ｢ 日常的用

シ モ ー ヌ ･ ヴ ュ
ー

ユ の いう

( 新 し い デ カ ル ト) `3 10' の 用 法 ( と どの つ まり (真琴の 探求) や ｢ 日常的用 法+

以外 の用 法) , 筆者の い う ｢ もう
一

つ の 真理 の 探求+ の 用法と して , しか も⑳ に

( 意志する
.
) などの 諸能力や ( e sb rit) の 語が革号れる こ と で は , そめ精神 で の

｢ 知る作用 の し
.
くみ+ を述 べ 語る

.

-

認識論と して捉える こ とが で きる ○ だが(新

しい デ カ ル
■
ト) の用法 の 精神 に ( e s p ri t) を当て ろしや

､ なくとも ,
こ の 精神は ,
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( 真理 の 探求) の (( e sp rit) が脳 と関係なく働き か け得 る) (3 11) と され る の に比

べ
,

どんな ( e sp d t) と理解され得 るか , まと め おく必要があ る ｡

その 際筆者 は引用文⑳の (観念 (idl e)) なる語に注意 し,
こ の 語もまた ｢も

う
一 つ の 真理 の 探求+ の (精神 ( e sp ri t)) にか かわ らざる を得 か ､ とみ ると こ

ろ か ら,
こ とを進める ｡ ⑳で の ( 意志する) を例 に再度 い うが,

こ の ( 能動)

能力が , ( 何ら
.
かの 事物) 千 ( 当の 事物に 隠れた何も の か) に ｢ 働き かけ+ て

,

｢ 新 たな能力+ た る (観念) を , 彼の 別の 言 い 方 に よ る と ( 意志) , ( 感情) や

(判断) と い う各 (思惟) を産出 させ る こ とで 明 らか なよ うに , ⑳は い わゆ る

≪真理 の探求≫ で め がけられる ( 観念) と, 排除される諸能力 (諸能力 は, たと

えばその -

た る (s e nti r) の ｢ 新 たな能力+ の 産出 に不可 欠な (対象)‾
の (何 ら

か の 事物) や ( 当 の軍物 に 隠れ た何 も の か) に 換言 さ れ得 る) とを合 わ せ有す

る用法を示唆させ る の で あ る ｡

註 (3 1
.

1) に は
, (( e s p rit) が脳と関係なく (i n d 6 p e n d a m m e nt) 働きかけ得る)

こ と以外に , (脳 は純粋 な思惟作用 をなすとき に働くの で は なく,

‾たん に何か を

感じ (s e n ti r) , ある い は何かを想像する (i m a gi n er) とき に働く) と い う こ とが

記されて い た｡ 上記引用文 は前記 した通り, ( 真理 の 探求) の ( e s p rit (精神))

の 特徴を奉わす｡ すなわち特徴は
, ( 脳 と関係な) い ( e s p rit) こ そ ( 純粋 な思

惟作用を なす) と読み 得る し, その ( e s p d t) は (何かを感じ, ある い は何かを

想像する) こ と を除く能力 ( の ( 能動 (働きかけ))) で 成り立 つ とみ ると こ ろ

にあ る ｡ こ の 能力と は い わずと知れ た こ と
, (理性 (知性, 悟性)) で ある ｡ ( 理

性) ( の 能力) は ( 純粋な思惟) を, ある い8辛い わ ゆる ≪生得観念≫ をめ ざすか

らし七, (純粋な思惟 ( 生得観念)) の 獲得 に対 して は ｢ 日常的用法+ で の ( 感

じる) や ( 想像する) 各能力 の 手助けな ど必 要で な い と 同時に , 理性自身を し

て ( 思惟 ( 観念)) , (精神 ( e s p rit)) ならびに ( わたし) (31 2)
に さえさせ る と い え

る の で あ る ｡ (註 (3 12) 註欄中に ( わたし) と は ( u n e c b o s e q ui p e n s e (思惟す

る も の)) と 記 され る が , そ れで も ( u n e c h o s e ( もの)) は (真 理 の 探求)
■
に

奉 っ て , ( わた し) を事物と‾して捉える こ と には な い
｡ 別言する と ( わ たし) は

身体 で は な い と い う こ と で あ る ｡ だが デ カ ル トが (真理 の 探求) の (精神

( e sp rit)) を考察する 際に, (外的対象 (事物)) を , すなわち身体 に関する諸能
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力を排除した こ とを踏まえる と, 身体 ( に 関する 諸能力) の 排除はそもそも,

( e s p rit) を際立 たせ る対比 に持ち
‾

出される べ き, 彼の 意図の もとで しか企 て られ

なか っ たと い い 得 る の だか ら, 彼 に は , 身体が端か ら念頭 にな い こ と は な い
,

要 は (真理 の探求) が観念論 の み で 成り立 つ との 指摘に収ま らな い こ とが ,
シ

モ ー ヌ ･ ヴュ
ー ユ に い う, (両極端 の 観念論と衰在論 はデ カ ル トにと っ て , たん

に両 立 し得るだけで なく, 相関的で もある)
(313)

こ とが (真理 の 探求)･ で すら認

め られ ざる を得なく させ る ｡ そうみ て おかずに
, 彼があ の ように実験を重ね,

今日･も基 本的に依拠 して よ い と判 じる生理 学的知見を 『人間論』
‾

や 『情念論』

な どに網羅し得 た, ( 実在論) を代表させ よう ｢ 日常的用 法+ は , も はや (真理

の 探求) に
, ま して ｢ もう

一

つ の 真理 の探求+ に役立 たな い だけで な しに , そ

れ自身当時の 卓越 した仕事に み える にもかか わらず,
こ れをも っ と彼の ｢ 学説+

の南面 に押 し出さ な い こ とに は
, 彼女 の い う ( 巧み な企 て) の ∵ にさえ考り得

な い と察知され る ｡ (巧み な企 て) に ｢ 日
■常的用法+ が加えられなければ, 彼の

その 苦心 が分か らなくなろうと い う こ とだけは確か なの で ある ｡).

しか し先き に掲げお い た引用文⑳ に
, (恐 れる( c r ai n d r e)) や( 感情( a ff e cti o n))

なる諸能力が善か れ るか ぎり, ⑳ は到底 , デ カ
.
ル トが (真理 の 探求) を明記さ

せ たとは い っ て な らな い 文章である ｡ (恐れる) は ｢ 日常的用 法+
.
の 諸能力 の -

で しか なく, (何 らか の 事物) や ( 当の 事物 に隠れた何も の か) を欠い て ｢働き

や
､ け+ な い し, (感情) と い う ( 観念) を (真理 の 探求) の ( e sp ri t)

■
で は,

■

ま

たその ( 理性) で も生み 出せ は しな い か らで ある ｡ そ こ で筆者は既 出引用 文を

利用 し, そ こ に ( 真理 の 探求) に
.
お ける (観念) や (理性 (知性)) が 何や

､ を確

認する必 要があ.る し, そ こ か ら, (真理 の 探求) と ｢ もう
一

つ の真理 の探求+ め

その 各違 い を明 らか に させ ねばならな い
｡ だ が今回はすで に既 出引用 文を掲げ

る余裕す らな い ため に,

‾上記中の ｢確認+ や ｢ 証明+ は次号に 回わすほ かなく,

しかも今問題 に して い る⑳の ( a ff e cti o n) は本来上記し た
, ｢ もう

一 つ の 真理 の

探求+ の 用 法がある こ と を打ち出す際に言及する の が筋で あろうが,

‾

筆者 は こ

れ を省き, 拙論 の 最後に , ⑳の ( a ff e cti o n) に閲し結語する だけに した ｡

上記の 問題に対 し, ⑳ の 引用文中に は ( m o n e sp rit) や (id l e) の 語が書かれ
,

さ ら に (id l e) を して (外来観念) た る ( a ff e c ti o n ( 感情)) を示唆せ しめ る か

◎2 5
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らして
, (感情) は ｢ もう 一

つ の真理 の探求+ の用法に含 まれる 能力である と答

えられる (｢ 日常的用法+ で は精神は (a m e) で あり, (a m e) は (idl e) と は療

関係で ある (次号参照)) ｡ そ の 際⑳ は⑳や⑳の よう に, (動物精気) の 語を記し

は しな い ため に
, ( 感情) は

, 筆者 が前号 (補 Ⅲ⑥) や本文ですで に語 っ たの と

は違 っ て ,
つ まり (神経) 中の 内外感覚の, (脳 の 凹み) へ の 受容 にて ( 動物精

気) と ( 混交) し, ⑳ の (動物精気 の 情動 (興奮)) に より (脳本体の 孔) に流

れ て は (受動) として の ( 情念)
.
になる の と は違 っ て , 内外感覚の (腺 の 表面

に表出) しな い ( s e n ti m e n t) が ( 神経を介 して) (脳 本体) に伝えられ , (脳本

体) で たとえば⑳の (恐れ る) 先天的能力の ｢働きかけ+ を受けて成る ( 能動)

と して の (情念)- で ある ほか な い ( こ の 両 者は ( 真理 の 探求) で は当然除外 さ

れ る) ｡ 後者 で の ( 感情) に は さ ら に , ( 愛 の 対象) を目前 に して 生み 出さ れ た ,

(外的感覚) の ( s e n ti m e n t) に ( e sti m e r (評価する)) 先天 的能力が ｢働きかけ

る+ とき, ( 愛情) に なる ( a ff e cti o n) があ ると される
(3 14
? ｡ だが (内的感覚) ち

( 能動) の ( 愛情 (情念)) に なる場合は
, また内外感覚が前者で い う, (神経)

か ら (脳 の 凹み) に伝 わ っ て ( 愛情 (情念)) に なる場合 はな い か ｡ こ れ らの

(愛情) が⑳ の (t o ut e s m e s a ff e cti o n s ( あ ら ゆ る 感情)) に 含 ま れ, ⑳ の (idl e

(観念)
･) と してあ る以上, 両場合を想定すべ き は

L

当然だし, も っ て 両場合を可

能に させ る は ｢ もう 一

つ の真理 の 探求+ の用 法しかなく, そ こ で はだか
.
ら身体

の ( 感覚 (s e n s)) が欠けて はな らなくなる ｡ こ れ は (神経) や ( 動物精気) を

取り入 れる こ とで , (脂) であ る (精神 ( e sp rit)) を中核とする用法で あり, そ

の (真理) を こ の 人 間の 現実 に見据え (探求) す る
.
こ と に あ ろ う｡ こ の とき

( 理性 (知性)) が どう扱われる かも課題とな ろう｡

〔続〕
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註

･ 以下 の 註の 番号が (2 79) か ら続くの は, 本稿が前号 『シ モ ー

ヌ
･ ヴ ュ

ー ユ とデ

カ ル･ト 〔補Ⅲ⑥〕 の 脱稿と同時に善か れたもの であるからで ある ｡

(2 7 9) si m o n e W E IL (:S C IE N C E E T P E R C E P T I O N D A N S D E S C A R T E S:) p .47 ,

G alli m a rd .

( 2 8 0) 身体 の (i m agi n a ti o n) に つ い て は
, 紀要 『シ モ

ー

ヌ
･

ヴ ュ
ー ユ と デ カ ル ト

〔Ⅱ〕』 同 〔Ⅲ〕(新潟大学人文学部人文科学研究, 第10 6 輯, 第10 7 輯, 2 0 0 1 年)

参照｡ なお本稿 で 身体 の ( s e n s) が整理 され る と同様に , 機会を得 て , 身体 の

( 想像) につ い てもまとめる つ もりである ｡

( 2 8 1) R e n 6 D E S C A R T E S ≪L E S P A S SI O N S D E L
'

ÅM E≫ A R T . 13 , P .70 2
, G alli m a r d .

( 2 8 2) Ibid .

,
A R T . 2 9

,
P .7 0 9 .

( 2 8 3) 紀要 『なぜ感受性 なの か ( 4 )』 p . p .53 -5 4 , 新潟大学人文学部人文科学研究,

第95 輯, 1 9 9 8 年, 参照｡

(2 8 4) 紀要 『シ モ ー

ヌ
･ ヴ ュ

ー ユ と デ カ ル ト 〔Ⅴ〕』 p .
2 0

, 引用 文⑳とp .
3 7

, 新潟

大学人文学部人文科学研 究, 第1 0 9 輯,
2 00 2 年, 参照｡

( 2 8 5) 紀要 『デカ ル トに おける理性と感覚 ( 4 )』 p . 6 8 , 引用 文G) , 新潟大学人文

学部人文科学研究, 第10 1 輯,
1 9 9 9 年, 参照 ｡

( 2 8 6) 紀要 『シ モ ー ヌ ･ ヴ ュ
ー ユ と デ カ ル ト 〔Ⅴ〕』 p . p .2 0 - 2 1

, 引用文⑭ とp .3 7
,

参照｡

( 2 8 7) R e n 6 D E S C A R T E S ≪L E S P A S S I O N S D E L
'

ÅM E≫ A R T .
2 9

, P .
70 9

, G alli m a r d .

( 2 8 8) 紀要 『シ モ ー

ヌ
･ ヴ ェ

- ユ とデ カ ル ト 〔補Ⅲ⑥〕』 p .
1 2 3

. 引用文⑩, 薪潟大

学言語文化研究, 第10 号, 2 0 0 4 年, 参照｡

( 2 8 9) 同上p .1 2 4 註 (2 5 5) と註 (2 5 6) 参照｡

( 2 9 0) 同上p .1 2 7 引用文⑳参照 ｡

( 2 9 1) R e n 6 D E S C A R T E S ≪L E S P A S S I O N S D E L
'ÅM E≫ A R T .2 8

,
P .70 9

,
G alli m ar d .

( 2 9 2) 註 (2 9 0) 参照 ｡

( 2 9 3) 紀要 『シ モ ー ヌ ･ ヴ ュ
ー

ユ とデ カ ル ト 〔I〕j p .1 8 , 引用 文(訂, 新潟大学人

文学部人文科学研究, 第104 輯,
2 0 0 0 年, 参照｡

( 2 9 4) 同上p .1 8 , 引用文⑥参照 ｡

( 2 9 5) 同上p . p . 1 8 - 1 9 , 引用 文⑦参照 ｡
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(2 9 6) 同上p p .1 0 - l l , 引用文e 葛 照 ｡

( 2 9 7) 同上p . 10 , 引用文③ (そ こ に は 前号引用文⑳⑪と⑳ ( 本稿註 (2 88) に記し

た紀要p .1 2 6) で の ( 能動) に よ っ て 産出され る ( 情念) と は相違する , ( 受動)

と して の ( 情念) の こ とが 語 られ る ｡ した が っ て引用文③の 冒頭近く にあ る

(p a s si o n) は ( 受動) と訳される ベ き で ある ｡ ( 受動) の ( 情念) が い か に して

成る か は本文で 後述する) 参照 ｡

(2 9 8) 本稿註 (28 8) に記した紀要p .1 2 5 参照｡

(2 9 9) 註 (29 0) 参照｡

(3 0 0) R e n 6 D E S C A R T E S ≪L E S P A S S I O N S D E L
'ÅM E≫ A R T . 1 4

,
P .7 0 3

, G alli m ar d .

( なお (p o r e ( 礼)) に つ い て は次号以降の 紀要で (tr o u ( 孔)) ととも に検討す

る予定であ る) ｡

( 3 0 1) 本稿註 (28 8) た記した紀要p .1 25 参照 ｡

(3 0 2) 本稿註 (2 9 3) に記した紀要p .1 0 参照 ｡

( 3 0 3) 本稿註 (2 8 8) に記した紀要p .1 2 7 参照 .

( 3 0 4) R e n 6 D E S C A R T E S 《L E S P A S SI O N S D E L
'ÅM E≫ A R T .5 1

, (S E C O N D E

p A R T I E) p .
7 2 2

, G alli m a rd .

(3 0 5) Ibid , . A R T . 4 6 , P .7 18 .

(3 0 6) Ibid , . A R T .2 8 , P . 70 9 .

(3 0 7) Ibid , . A R T . 2 8 , P . 70 9 .

(3 0 8) 本稿註 (28 8) に記した紀要p .1 2 6 参照 ｡

( 3 0 9) R e n e D E S C A R T E S 《M 由)I T A T I O N S) (tr oi sie m e) p .2 8 6
,
G alli m a rd .

(3 1 0) 紀要 『シ モ ー ヌ ･ ヴ ュ
ー ユ と デカ ル ト 〔補Ⅲ①〕』 p .p .2 7 -2 8 , 引用文⑥の ⑧ ,

新潟大学人文学部人文科学研究, 第1 12 輯 , 20 0 3 年, 参照｡

( 3 1 1) 紀要 『シ モ ー ヌ ･ ヴ ェ
- ユ と デ カ ル ト 〔補 I 〕』 p .

2 2
, 引用 文⑤ (ま た 同

〔Ⅳ〕 p .3
, 引用文⑪, 本文の 訳 は 〔IV〕 を利用 した) , 新潟大学人文学部人文科

学研究, 第1 10 輯,
2 0 0 2 年 ( 同第108 輯, 2 0 0 2 年) 参照去

(3 1 2) 同上 〔補 I 〕 p .
2 2 引用文④ ((J e n e s ui s d o n e , p ri ci si m e n t p a rl a n t

, q u
-

u n e c h o s e

q ui p e n s e , c
l

e st -a - dir e u n e sp ri t
,

u n e n te n d e m e n t o u u n e r ai s o n .( そ れゆえ正確に い っ

て
,

わた しと は思惟する も の , す なわち精神, 悟性, 理性で しかな い)) は ま

さしく (真理 の探求) で 語られ る こ とで あ る) 参照 ｡

(3 1 3) 同上p . p .1 7 - 1 8 引用文電)参照 ｡

(3 1 4) R e n d D E S C A R T E S 《L E S P A S SI O N S D E L
'ÅM E≫ A R T

.
83

, P .
73 4

,
G alli m a r d .
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(( L o r sq u
T

o n e sti m e
.

r obj e ct d e s o n a m o u r m oi n s q u e s oi , o n n
'

a p o u r l ui q u
'

u n e

si m ple a ff e ctio n ( 人が自分の 愛の 対象を自分より低く評価する とき, 人はそ の 対

象に対 して た ん なる愛情 ( aff e ctio n) しかもたな い)) 参照｡
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